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Arduino/ラズパイで作るコックピット

コックピットの機能

● 機能を詰め込んだ空間
航空機のコックピットは，狭い空間でパイロットが

運航に必要なさまざまなタスクをこなせるように工夫
されています．
　博物館などでは，実機のコックピットを見学できる
所もありますが，実際に座ってみると計器やスイッチ
の数に圧倒されます．航空機の運航ではパイロットが
機体の位置や速度，高度などの基本的な情報はもちろ
ん，エンジンや空調，油圧などの各種システムの状態
をチェックし，必要な操作を確実に行う必要がありま
す．そのため，コックピットの設計においてはパイ
ロットの視界や手が届く範囲，誤操作を防止するため
のスイッチやレバーの形状や色，表示などが規格で定
められています．また，パイロットにとって使いやす
くなるように航空機メーカによって多くの工夫がなさ
れています．
　PCやスマートフォンでもそうですが，どんなに性
能が優れていても，ユーザ・インターフェースが使い
にくいと市場には受け入れられません．航空機メーカ
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にとっても，パイロットとのインターフェースである
コックピットの設計は腕の見せ所で，各社の独自ノウ
ハウが多数投入され，メーカによる設計思想の違いが
見て取れます．
　家庭用フライト・シミュレータを使えば，パイロッ
トでなくてもさまざまなメーカの航空機を乗り比べ
て，コックピットの設計の違いを体験できます．

● 機種や時代によってさまざま
コックピットは同じ航空機でも機種によってさまざ

まです．
　外の景色を見て操縦することを重視し，システムが
比較的シンプルな小型ヘリコプタでは，写真1に示す
ように計器や操作パネルの数は最小限です．その分，
外の視界が広く取られています．
　一方，悪天候でも計器のみで運航が可能で複雑なシ
ステムを有する大型旅客機では，座席の周囲からパイ
ロットの頭上に至るまで非常に多くの計器，表示器や
操作パネルを備えています．

コックピットの表示も時代とともに変化していま
す．かつては写真2のように多数のアナログ計器が並
んでいるものが一般的でしたが，近年では写真3に示

自作の前に…各航空機のコックピットを見てみる第3回

第1回　実は電子工作との相性バツグン! ホーム・コックピットの世界（2022年9月号） 
第2回　自宅でリアルな操縦体験…フライト・シミュレータ（2022年10月号）

写真1　機外の視界が広い小型ヘリコプタのコックピット
外の景色を見て操縦することを重視しているので，計器や操作パネルの数
は最小限しかない

写真2　アナログ計器中心の古い旅客機のコックピット
操縦席の後方に航空機関士の席がある
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